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真珠の色は外套膜と水深に関係※

大 倉 ~ôß 彦総1

真珠の色を構成する要国主ど矢口る一方法として、真珠の色と外套i慢の分;frJ.:伏態、

の観察を行った。

方法は貝、外套膜、珠ともに員、山、赤、思に分類し、挿核均所は全て同条

件にして挿核を行い、ほ貝は度会郡南島町阿日['IIIJ産のPinctadamartensiiの3

王子:貝を使用した。

4色共、各40個づっJl"l60個体、台計640個体を飼育した。

試験期間は30年7月261ヨ-11月161ヨ迄の114日間である。

I 統計検出

浜揚後の真珠は同)環境で撰別を行い、第 1表は外套膜の色別、 7.Ki架別に真

珠の出現数を調べ、統計分析により出現の傾向を推定した。

分散分椋の結果、黄色珠のみが外套膜及び水深別に確率 0.001以下の有意、性

を示し、赤色珠が0.2>P>0.05を示した。

更に外套膜の色と同一色の真珠の聞にI呼応が見られるか否やを、第 1表のパ

ーセンテージを理論度数にしてX2検定を行った結果、黄、山、赤の外套膜が

確率0.05以下の有意性を示し、).~のみが有意'11:を表わさなかった。

第 1表 水深別の各色真珠の出現数

※ 東京水産大学水研短報 4 (1) 

※経現在、三輪邦彦(みつわ真珠こ仁業株式会社取締役社長)
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又、水深との相関は f'{を除いて相関係数rが10.51以下を示し、黄、黒が逆相

関、赤が正相関を示した。

E 組 織 観察

統計分析の結果、外表膜の色と珠の色に関係のある事が半!Jった。即ち、外套

膜の上皮組識の線細胞に色素細胞が存在する事が考えられる。(但し、この結

果は小島吉雄氏の1949年の観察と予約んど同じ)

そして各種線細胞の分布状態は外套脱の色別に大差なく、ピースをきりとる

部分の組織には色素細胞は見られず、組織的には色の分類は出きなかった。

以上が研r先の概略であるが、分散分杯、 X2検定により賞、白、赤の外褒)践

を!日いて出きた珠は犬々出現率に有意な関係を示し、水深にも関係があること

を示したが、たゾ本研究は短期間、同一均所の実験故、今後更に試験区分を細

かにして同様実験を行う必要がある。

小湊産アコヤガイの品種に関する研究 r

白井祥平、大倉邦彦、青木吉秋

(東京水産大学増殖学科)

Studies on the Kind of Pearl Oyster (Pinctada martensii) Founded 

in the Water of Kominato along Pacific Coast. rr 
Shohei Shirai宰・※

Kunihiko Ohkura*※※ 

Y oshiaki Aokii滞制

I 序 言 (IntroductIon)

ZZ珠の養殖に於いて、従来迄挿核に関する研究は種々行われてきたが、近年

※ 東京水産大学水研短報 2 (2)、1955

料全国真珠養殖漁協組

※桜※ みつわ真珠株式会社社長

※※※来三井生命保険銀座支所長
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になって更に漁i誌の問題が重姿視される践になった。しかしノドらほ貝そのもの

についての改良的な研究は殆んど為されていない。

現:(:E養殖業者、民数の増加iにより年々ほ貝の供給不足が1';'わにし、今後必ず天

見採苗のみでは俊良なるほ貝の不足を来し、ひいては真珠の生直に必影響を及

ぼす直接の原因となる。これらに関する研究は絶胤ではないが、それらはあく

)~実験的であり、且、}1j!論的である。

貝類学者は分類学の立幼からPinctada鴎を配列し、 121主に於ける点珠貝は全

てmartensiiであるとしている。これはあく迄分類学F の立助からそうされたの

であって、水産の聞からみた時には必ずしもどの貝も同じだとは号え郊い。

者中の向井は以前よりこの点に疑問をもち、遺伝学的に、又地域的にみて、又

水1主上に於いて(少くとも真珠業者は区別している)幾つかの系統に分けられ

るものではないかと考え、々調べてみたが、それに|到する 同 め て 少

ない。

それ故、各地域のアコヤガイを測定、観察して資料としていたが、今回案者

等は1954年7月29臼より31'1問、東;.j-1.水設大学小i突!臨海実験場に於いて実験する

事になったので、このテーマをとりあげ基礎的な事に関し観察を行った。

元米、小湊は太平洋側lに於けるアコヤガイの北限とされているので、今回の

他の地域のアコヤガイの品植の研究に何らかの参考になると忠う。

今回の実験は短時日であったが、今後の追試によって更に詳しく調べるつも

りである。

実験に当り種々御指導をnt&った猪野峻博士に封し感謝の;怠を去する次第であ

ります。

E 材料及び方法 (Materialsand methods) 

試料は 7 月 29日、小i奏活付近の宕礁地帯より採集した殻民 1~6cm<;与の個体

数約600個で、 3日間に図る実験用jrlJrunningwaterlこより制合ーされた。調査方

法は下記の通りである。

A)殻形

アコヤガイの貝殻の型には倍々あるが、番線 (Hinge喝line)と肢縁 (Shell-

margin)とを直線的にみると、次の5typeに分けられる。

口 口口 口口
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iJ日頁の段式に従い、全ての貝を大貝 (Largεtype:殻長5cm以上)、中貝

(Middle type: 3~5cm) 、小貝 (Small type: 3cm未満)に分類して集計ーした。

B) 設色及び殻主主

アコヤガイの穀衣の色彩や王立紋は禄雑でt0るが、便宜 h下記の groupに分け

た。その際中間型が種々出てくるが強い形質の方に含める事により簡単にし

fこO

放射状(十)!放射状(十十)j放射状(十十+)I赤!黄!黒(

決射状紋はアコヤガイ独特のものであるが、これに属する貝は大低、

色を呈し、その上に 7~10;本の黄伺条があるが、この中でも条が薄く殆んど!医

縁にしかないもの、や L明瞭なもの、殻頂まで明瞭にあるもの等がある。これ

らを分けて(十)、(十十)、(十十十)を以ってあらわした。尚お貝、が貝{土全

liJIWI色、赤色を呈しているものを指し、又!清記放射欣貝の史に特殊化したもの

とJ41われる物を思貝とした。又、 JjjzjH紋を有するものでや L黄色、赤色を呈す

るもの、又部分的に呈する物等が認められたが、 -j，t，欣射吠の中に含めた。こ

れも (A) と同じく大きさ別に集計した。

C) 殻長と殻高の比較

ノギスによって殺長と殻高を測定し、大、中、小の別lこH>L、H=L、HくL

の百分率合出し、又殻長と殺高の相関graphをIli:iJいた。

D) 足糸分泌について

(1) 採集した悩体を29日19J寺、流水のホーロパットに入れ、 30日8時305子迄に

分泌された足糸の数を各大きさ別に測定した。

(2) 下記の材料に31日20時30分、殺長5cm{立の個体10個づつを置き、 H;8時30

分迄に分泌された足糸の数を測定した。

材料:ホーロー板、綿布、石、木材、砂、アワビ設。

(3) 殻長5cm位の似体10i固と3cm{まのもの10個を 2組のパットに入れ、一方は

running waterに片方はstoppedwaterに入れ、犬々付着に嬰ずる時間の相

迭を調べてみた。

E) 奨死率について

アコヤガイの殻長5cmのもの10個、 4cmのもの3cmのもの及び2cm未満のも

の夫々1M!Il宛を用意し、空気中にさらして時間的な楽死率をみた。

事E死点の判定は困難であるが、間殻箭の弛緩と外套膜の収縮時に刺戟する事

に11し何ら反応を示さない時を以って奨死と認めた。
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以 l:の実験に使用したノ4ツトはホーロー引き深さ 5cm、4つ切りの大きさの

ものである。

使用海水は天然海水で、水温23，OOCのものを用いた。

E 結果及び考察 (Resultand Consideration) 

一斗」主主ι於けるアコヤガイの全11i

R本に於ける太平洋側の分什fの北限は北緯350
とされている。事実小湊の

貝類相をみてみるに中部以南に於いて得られる種が多く、琉球より分布して

いる種類は殆んど、この北緯350
が北限となっているから、小湊付近が多く

の竣流系の貝の北限地とみてあやまりないと思う。

小i奏の地形について述べる事は省略するが、岩礁地ι貯は実験所入口から地

先の「松ケ鼻j一部;と、針常になる小湊港付近にあるのみで、従ってアコヤ

ガイも懐息するなればこの地域に居る事になる。

「松ケ鼻Jには大分以前より潮だまりに若干見られたが、数多くはなかっ

た。 53年度にはこの付近のアコヤガイについて調べたが、本年l士子治んど絶滅

した様で、僅かに 3個体しか発見する事が出きなかった。

偶然、小湊港付近の岩疎地帯にアコヤガイの大群衆を発見し、これを

用いて稜々実験したが、この際分布についても観察してみたので概略を記し

てみると、小湊漁港から北西に連なる砂浜を越えた岩礁地帯にもっとも多く

みられ、大部分干潮線下にあり、一部は最干潮時露出するが、必ず小さな凹

みに棲息している。

他の生物との関係はクログチ (Volsellaatrata)の大集団が現われ、所々

にアオサが生えている所には未だアコヤガイは見らわしず(クログチは干潮

時、完全に空気中にさらされる所に棲息している)クログチがみられなくな

った所から発見出きる。海藻も緑藻類から褐藻類に変り、又ケガキ (Gryph噌

aea echinata)が付若している。多い所では1m2に5ο個体も付若しており、

貝のとに貝が足糸で付いているものも見られた。

この岩礁を中心に吏に西北へ行くに連れて、分布密度が小となり、コンク

リート台の付近では殆んど楼忠、しておらず、僅か所々に1m2に付1-2個体発

見されたにすぎない。而も干潮線下であり、この付近の岩礁にはあまり生物

もみられず、岩の凹みにたまった砂泥地にアサリ (Venerupiιsernideccuss-

空竺)が棲息しているのみである。

コンクリート台の北側の突堤をこえると、従来よりも更に大きな岩Ii号、地干す

が民間し、生物相も豊富である。岩には穿孔性二枚貝、カモメガイ (Phola-
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didea penita)や、イ Vマテ(与竺恒E恒豆空ー型f竺)が発見され、クジャクガ

イ喧型開竺biloc竺1堅坦)が十]潜している。海藻は同じ褐藻でもカジメ(里七

senia bicyclis)の如き大形のものがみられ、アコヤガイは全く発見出きな

い。それ故アコヤガイの棲息の分イri2: rfJ]:藻の種類及びクログチ、ケガキ等と

何等かの関係がありそうである。逆に中心部から漁港の方へ行くと、岩日午、は

なくなり、砂泥地帯二が現われる。この地域には全く発見出きなかったのは当

然であるが、所々にある小さな岩礁にもみられなかった事は、この所:こ小さ

えE河川がある事によっている。

漁港はコンクリートの出立であり、岸壁には治んど生物らしきものはみら

れないが、アゴヤガイが相当付着している。水深は表面より 1m以上もあっ

て、岸壁の;喪中頃迄みられた。(分布l洞は省略)

2)殻形について (Shellform) 

この判定に供した貝は534個で、殻長1.1-6.2cm佼の個体であり、これを

小形、中形、大形の3groupに分けて比較した。その結果は第 l表に示し、

第2間にあらわした。

これをみると 5cm以との大形に於いてはA型乃ち長方形がもっとも多く、

次にB及びE型が多い。中形に於いてもやはりA型がもっとも多いが、 B及び

C型も多くなり、 E裂が減少している。小形貝になるとA型は非常に少〈、逆

にC型がもっとも多くなり、全体の65%も占め、これに次いでB型が多くな

っている。

以とを通じてA型、 E型は大形貝の一般形、 C型は小形貝(稚貝)の一段形

と見る事が出き、サイズによってA、E及びC裂は逆の関係にあるといえる。

小形貝がだんだん大きくなるにつれC型からA及びE型に変る事は cj'形貝

の殺形の分布をみれば容易に判る事である。

稚貝の時期にC型が多い事は乃ち蝶番線は大きいが、それに比して求が

あまり発達しない事であり、この事は多分に外套膜の分泌作用に関係があ

る。初期の外表!撲の腺細胞の分泌により出きる貝設は稜柱質 (Calcitecrys-

tal)が多く、大きくなるに従って真珠質 (Aragonitecrystal)が多くなり

発生後4年位迄は分泌が盛んであるため、貝殻の成長速く 5-6年になると厚

さが増す事は小林、渡部氏により報告されている。

小形の貝に於て Shellmarginの発達した A、D、E型も少し、乍ら向上ヒネに

現われているが、これは擁息地が干潮時空中にさらされる所に付着 Lてお

り、殻頂付近の殻Et層が長1]離しているから、相当年令は経過しているものと

J考える。
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第 1表 大きさ別の殻形分布表

Fig.2 The various form~ of Pinctada mertensii found 

in the water of Kominato along Pacific coast. 
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3)設色及び鼓斑 (Shellcolor and Striped fOrms) 

アコヤガイの殻色の判定は非常に困難であるが始めに述べた様に分頴し

ずこO

1共{吏個体は 532倒で測定の結果は第2表に示し第3図に開示した。

それによれば、大形貝では基本形とも言うべき欣射紋を有するものがもっ
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とも多く、黄、赤は他に較べて阪めて少なく、黒は全然みられなかった。

小形民では放射版貝は他のナイズに比してもっとも少く、それに反し赤、

黄、県を呈するものが多い。

中形貝l土放射紋に於いて前二者の J度Lj'間にあるが、全体にみて放射j伏貝

は80%以上を占め、大形では94.34%、中形は88.43%、小形では 80.879告を

占めている。

色、斑紋t'i現在業者が経験的にほ貝を分ける時、年令と共に一つの優劣の

factorとしている。現在迄に白子iの調べた報告によれば、放射ilkに顕著なも

のは巻きに力がある。乃ち分i必が盛んであると言うし、赤貝は優良な真珠を

生産するから純粋の赤貝を作り出す必要があるとも言われている。又黄貝は

%r'い内l土分i必は蜂んであるが、:老貝になると急速に哀えるとして業者は好ま

ないが、 lit貝の中には ~tfu在日泉の所に寄生虫が寄生するから病的になったもの

が多いとも発表されている。 HA貝は比較的潮流の急、な所に棲息している様で

あるO この貝からとれる珠は Silver系統の珠が多いと業者は言っているが、

黒貝の殻の内部真珠層は黄色が強く、又欣射:tkの黒条のある内面は同じく

色を呈している所から、設皮)惇の黒色と実珠層の黄色とは何等かの関係があ

ると JZえる。
その点から、むしろ天然に出る珠なればyel10w系が多いと考えるが、一方

殻内面真珠層の用問距離をみると Silver系はもっとも大きく、潮流の盛んな

所では分泌が大であるという事から考えれば Silver系が出るのも否定出きな

し、。

ゴ:によれば赤貝だからどうであり、黄貝だからこうであるというの

はあくまで知ったかふりでありはっきりとした区別はない。赤貝の中に入れ

た2ケの珠でも lケはPinkでlケはCreamで、ある事があるからだ……と述べ

ておられるが、必ずしもそうとは断定11¥きないと考える。

判となればい』のゴiノキガイとアコヤガイとの交 (hybrid)が沢rLIIbき

ているし、又天然にてとれるアコヤガイ中にも明らかに示、黄、黒のhybrid

とみられるものがあるからであるO

それらの中に完全担(遺伝的にはそうではないが)があり、それから順次

他の担に移行していく Processを示すが如きSampleが発見出きるからであ

る。

この様にhybridが形成されるならば、その原712は!明らかに少くとも品種と

して医別され得るであろう。現在のほ只では lケの只から多種多様の珠が出

ても不思議はないし、且これをみてほ別はないと

~9~ 
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と考える。

第 2表大きさ別の殻色、殻理分布表

中 形 只

Fig.3 The Various colors and striped forms of Pir守ctadamartensii 

found in the water of Kominato :110日gPacific coast. 
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4)設長と殻高の比較 (Relationof the s主主11length and height) 

総数 526ケのアコヤガイの殻民 (L)と殻高 (H)をノギスで測定し、 i弱

者の相関graphを第5図に示し、 Lと日の大小関係を調べて第3去、第4凶に

あらわした。この結果によれば、大形県ではR>Lが全体の約70%を r~î め、

- 10 



殻民よりも殻i需の方が長いものが多く、これに反して小形貝ではHく Lが70%

と大形貝と全く反封になっている。

中7[:;貝をみると日)L…"45%、H(L……40%とほ三中間の価を示してい

る。

4図に見られる通り、小貝から舶に大きくなるに従って、殻民よりも鼓

l苛の方が大きくなってきて、その比Jドは]一度3~5cm民を中間としてさ右同

形のgraphを表わしている。

5関のgraphv;J:.y=xであるが殻民 (X*liJ)と殻尚 (y軸)との分布も小

さい[出土直線のドに、大きくなるに従って上に多くなっている。

優良母良としての条件にhinge-lineが大きく、大核挿入容易なものとある

が、 大であるものは5cm未満の只に多い事は明らかになったが、

で従長の大であるものは少ない。

且、大貝でHくLの関係にあるものは、生育が満足に行われたものとは思え

ない。この様な貝の分泌jJは如何であるかは未知であるが、や L劣るのでは

ないかと f与えるO そうなればhinge-lineの大であると言う事は優良とl士宮え

なくなる。

所が南九州に産する貝は温度I甘い水域に育ったものであるから、生長がよ

く、肉が奥の方にあり挿核に於いて悶雑であり、設も付iびるばかりで殻は

い。又、fI妥海から寒海に移するので抵抗力も弱いと言われているが、この

f点、jω;

HくL型をした大貝が適する:事宇になる。

この事からしても殻長と殻高の関係は単に~&の測定だけにとどまらず、こ

れを一つのほ貝の優劣をみる factorとなるべくいろいろ調べなければならな

し、P

第 3表 殻長と殻高の比較表

(カツコ r)~は円分率)

司
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4
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Fig.4 Table of the comparison of 

Shell length & Shell height. 

Fig.5 Relation of the length and height 

between each sizes of Pinctada m・

;. 
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第 4図 殻長と綾高の比絞
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5)足糸分泌について (Secretionofl:J_yssus) 

(1) 大きさ別による足糸 (Byssus) 分泌数

に供した貝は 487ケで、実験期間中ホーローパットに飼育してrunni-

ng waterを用いた。セットしてから13時間30分を経過してから調べた結果

は第4表、第6図に示した通りである。

それによれば大貝は全然足糸分泌をしなかったものは全体の23%を占め、

中貝に次いで大きい。もっとも多く分泌した貝数は l本であり、 34三迄減少

しているが 4本になれば急、激に減少している。

同じ様に中貝、小貝に於いても分泌数は 3本迄で、それ以上になると倒体

数は少い。

全体からみてByssusの分泌は一夜では3*:与がlf過で、それ以との分泌は

少い事が判った。

今回の実験では中形貝がもっとも分泌数が多かったが、やはり大貝には少

く稚貝程盛んである。

これは稚貝の時期には、しばしばByssusなすて L移動する事や、生氏が主主

んである点からみても否定出きない事である。

-12 --



第 4表大きさ別によるByssus分泌分布表

Fig.6 Comparison of secretion of BYSSllS 

in VariOllS Peaτ1 oyster. 
'7，、
t山

第6図 足糸分泌数の比較
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CZL丘里11型vC主豆空空型空:全控室2
に於いては主として岩に付若して、時には材木やゴンクリート、竹、

針金等にも iナ斎しているのを見うける。又美子直にては殆んど金網誌に入れる

ので貝同志、付若しているが令網寵に付くものは少い。それ故如何なる物質に

よく{寸蒼するかを調べるために、手許にあった材料を用いて実験してみた

が、短時間であり、旦小数で自然環境におかれていないために、とても結果

らしきものは得られなかったが、一応結果を第7図に示した。

13 



これをみると綿布、砂には当然全然付いていなし、。もっともよくついてい

るのは石で、最高6本も分泌していた。次いでホーロー引きパットで山色に

もか Lわらず 4ケi寸婿しており怠外であった。

この実験は夜間行われ、 128寺間後に調べたが、与l~

でi寸7奈がみられた。

Fig.7 Comparison of sec!'etion of Byssus in Various 

materiais. 

セット後 1

各種材料による足糸分泌比較

ω 立包よ担yss空全法0)1'ロ違

養殖を行っている所は大節分湾奥の波静かな場所で、ここでも多く

の天渋貝が採集される。場所によれば潮流の非常に停滞する所があり、こう

いうよ与所の稚貝の生産状況をみてみると非常に倭小であるものが多い。元

、アゴヤガイは小さい間はByssusを時々自分で棄てて、自由に移動する

が、成育するに従って固着・し、人為的に抜いた場合には環境がわるければも

はや分泌がみられない。養錨謹中でしばしばみられる所である。

水流の循環の如例がどの程度、付着に影響を及ぼすかを知るために、ここ

に小実験を行った。

あく jζ人為的ではあるが一方の容器ば runningwater下におき、片方を

stopped waterにし、夫々大小10ケづつの良を入れ昼間と夜間を比判しノ[牟ら

した。その結果は第5去に示した。

午前8時35分にセットし、午後9時55分迄の13時間20分は昼間であり、この

時にはどちらも分泌がみられないといってよい。

ジ~ ~';こ明る r~1 の午前 7 時45分に観察すれば流水の方の小貝はJÉìんど 2 ノド以上

の分泌がみられ正常であり、大貝に於いても80%の付蒼で、あった。

所が夜間にかかわらず、止水の方の貝は何れの個体も分泌しなかった。

以上からみてもアコヤガイの足糸分泌の日週性は既に報告せられている

が、この様な筒単な実験からもはっきりと荷明された。

-14-



以上 ByFSUS問題をとりあげたが、従来.l-'二にByssusの分泌力と哀珠質の分

泌とは直接に関連がある事が報告さわしている。

分泌力は水温変化と一致し、そのm呂ximuml士水温の最高時期より少し遅

れる事や、低水温他の悪環境におかれた時に Byssusの分泌がおさえられ、

これが一つのindicatorともなると小林同士は考えられた。

もしも Byssusの分泌の生活!について詳間な研究が行われ Uま

の選択に又母貝の選別に一つの決論が与えられるものと信ずる。

第 5表環境によるByssus分泌数の比較

比三~出己三ι三」♀訟!h_ratio)
アコヤガイの抵抗力の判定

の一助にもなるかと考え、こ

の実験を行ったO

室温の空気中にさらしたi易

合の箆死率については既に小

休博士が冬期に行っている。

我々の行ったものは唯、小

アコヤガイについての数

値を知るために実験したにす

ぎない。

実験中の室温は 280Cであ

る。

第 6表 空中に於ける各大きさ，jljの災死三容

円

h
U

1
tム



見は布殻を下にして4つのgroupに7Jけて政置した。その結果は第6表、

8図iむよした通りである。

ノト休博士の結果をみると、当年稚貝がもっとも抵抗力が大であるとされて

Fig.8 Death-ratio， when Pearl oyster were 

exposed to the room temperalure. 
いるが、この実験では

逆に六貝の方が強かっ

た。設長3cmのものに

もっとも早く弊死がみ

られ、大部分は30時間、

次いでお時聞で弊死

し、 5cmのgroupのみ

47時間迄生存した。

吟唖.1'4)

この温度にての

る時間は大f*
35時間内とみるべきで

あった。

，. 

s:r 

IV 要

第8菌 室温にさらした場合の箆死率

約 (Summary~'

1) アコヤガイの品種を明らかにするための基礎的な測定や小芝験を行った。

2) 鼓形をみると大貝のそれと小貝とは全く逆関係にあり、中貝は中間にあ

る。 rjち干(I'.貝の聞は逆雨脚梯形をし、大きくなるに従って平行四辺形、逆様形

を呈し、大貝になれば長方形もしくは梯形となる。第一に蝶呑線、が成長し、

次第に!1反縁が発達するからである。

3) 設色、殺斑は80%が股射i伏で、黄貝、黒貝、赤貝のiI慌に少くなる。

大買になる程色貝は少くなる。

4心) 絞;宍民と殻高では小貝の中lは土殻長の方が)児:王E倒的Iにこ大きく、ヰ中1貝で[は土悶雨‘者γ平'.監jよ[ぐ:

され、大貝になれば反封に殻i高克カが1大きくなり、しかも4小、貝の上比ヒ5乎率+終2と逆になるC

5日) 足糸分泌についてみると大貝は1日三ヰ宇平F子J三:均1本を分i訟必必、するが、中、小員で{は土 2

本になり、全体を通じ 3本以上分泌する個体は急激に少くなっている。

又、[寸j資する場所は柔かい動く場所では不可で、石を第ーとし、ホーローパ

ットにも付済した。流水と止水とでは、止水中では全く分泌がみられず、

水中でも稚貝の方が主主んであり、旦、日i周期活動により、夜間に全て付帯し

子二ハ

6) 完花王子fについては4cm未満の貝では半数が30時間以内に、残りは35時間で

-16 -



奨死した。

この大きさでは大小の相違は少く、 351時間をもって空気中 C280

C)の生存限

界とみられた。

7) 以上は他の地域のアコヤガイに於いても調べ、それらを比較する事により

有意義となってくるのであるO 今後は多くの資料にもとづいて結論を出した

いと思う。

(参考文献は省略する)

貝掃除に関する研究後

i薬品による防汚とアコヤガイの成長

a宮 内 ，ー、、
l
d
H川

d
l吋
}

夫

(三 1EU-;~ 立 JJ\. 主高校)

貝掃除は真珠養殖{/ド業のなかでも今後の改良が竺lまれている代表的な作

で、その改良については、現在までに2、3のブn去が試みられ、実用化もされ

ているが、何れも一般化されるまでには五っていない。

貝なの改良の一方法として、 J72者l主薬品による防汁の去をノラえ、その

より始めた。

日にあたる日'j:{[と!立の実IMt(土'人験rl"
P 一、
11 当

えていた様な結果を11¥すには宅らなかったが、一応の LI¥米ずこの

で、こ Lに る。

実験の目的

貝持除の効果について、業者向では従米アコヤガイの成長の助成と真珠質分

泌の促進とが考えられていたが、これについては山口・太田・片間(真珠母貝の

成長に関する研究、国立真珠報告1)およびLlI口(真珠の品質に及ぼす貝掃除の効果、会事1

2巻11す)により、貝の成民、真珠の巻き、色、 IJlHルドおよび貝の探死不には貝

れi}1徐の大き

※ 1961]王手1月18F! '}Jlll 

かにされている。

ワ
i

可
よ



民IJち、貝掃徐の刺紋そのものがアコヤガイの成長を助けたり、真珠の分泌を

よくすると云う従来の考え方は無tJlしてよい事になる。

故に、筆者の考えた薬品による防iうには従米の貝掃除の刺戟はないが、その

彩響は考えなくともよい。しかしそれとは別に、一応部の繊毛運動で薬品の然

苦手な事は調べたものの、薬品のアコヤガイに与える影響、および薬品による処

理操作がアコヤガイにおよぼす影響と云うものが問題となってくる。

そこで第一段階として、先ずそれらの事を|何らかにするべく実験を行った。

実験方法と経過

実験材料としては、 11日和33年515渋滞にて採ffiした惟貝を問いた。

実験場所は英虞湾・和呉ìR~で薬品処理を行うもの、一定時間空気中に露出す

るもの、従来週りの貝掃除を行うもの、詫だけを取換えるものおよび飢処理の

ものA・B・C・D・Eのクソレープに分け、金制能にそれぞれ20倒の貝をJIY訴し、

4m層に垂下し養摘した。

実験開始日は34年7月8日で、 Aについては薬品処盟、 Bについては約20分間

の空中露出を 7月20日、 28日、 8月7日、 19日、 31日、 9月6日、 19日、 10月15臼

(Bのみ)の 8回行い、 Cについては貝掃除、 Dについては金網の取検えを 9

月7臼に行い、 Er'1.無処理のま L残し、 11月17日実験を終了した。

7月8日に各グループの殻長、殺111、重量を、 8月7日には A、Bの設長と殻Iii

を、 9月7日には A、B、C、Dの数民、殻r]Jを、 11月17日には B、C、D、E

の殻長、殺巾、重量をそれぞれ測定し、薬品及び処理操作の影響は実験開始時

の測定値の平均値を lとし、その後の測定値の平均値の増加率を求め、その結

果より調べた。

当初の予定としてはA、Bの処理を大体101:1ごとに行う予定であったが、伊勢湾

台風のために予定通り行えなかった。またAは台風時に流失した。

実験結果

殻巾

グループ別平均成長率

殻長
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雪量

先ず薬品のアコヤガイに与え

る影響であるが、これはAとB

の平均成長率を比較した場合(8

月7日、 9月7日の結果) に子会ん

ど相違がなく、どちらかと云う

とAの万が優れている事から、薬品がアコヤガイに与える悪影響は認められな

いと考える事が出来る。(架品で処}ll!_するよ易合に約20分間貝を空中に露出する

が、その間Bは空中露出した。)

次ぎに薬品による処理rki'ドのアコヤガイにおよぼす影響であるが、 AとC、

Dの平均成長不を比較してみると Aの方が優れている事から悪影響はないと考

えられる。 (9月7Flの結果)またAを台風で流失したため、薬品処理したもの

と貝昂除したものとの成長不を白接比較する事は出米ない(先きのAとCの比較

はCが7月8日から 9月7日の間無処理であるからAと貝掃除したものとの比較にはなら

ない)が、 BとCを比較した場合(llJH7r1の結果)に殆んど相違のない事か

ら薬品処理したものと貝掃除したものの間に成長率の相違は殆んどないと考え

る事も出来ょう。

以上、台風の被害をA支け不完全なデーターではあるが、一応実験目的の薬品

および薬品による処国操作のアコヤガイにおよぼす影響については、何ら悪影

響は認められないと云う結果になった。

考察

3.73 

3.72 

3. 52 

3.54 

おわりに

今回の実験で薬品による防汚1:1休には批点なく、また薬品処理が防汚に効果

のある事も同時に認められた。た Y実験上号所が li:I三に2度も貝掃除を行えば充

分と云う機な{'J蒼物を調べるには好ましくない条VIであったので、今後はさら

に付着物の多い場所で実験を行い、その効果を明らかにし、実用化への方法を

考えてみたいと思っている。

(薬品の種類およびその処理方法につL、ては、全実験終了後に明らかにする。)

Qυ 
1
1栴



a 

e 

----------------------------------------------ー-------------------j

....，，_.・"，，_..・M 甲山.-......_......-..・・..甲山川

御

い近J21となる事でしょう。

挨 拶

今回、現在の臓を離れると共に

御1Jl:，i，fjになった研究会からも身を

引く ~J~になりました。

研究会在籍'1'は能力のない私に

御指導、 御協力下さ いましてイfl~íIi

う術l凶いました。研究会幹ボとし

て得た種々 のお(，Vl陥将来の私によ

その柄でもないのに矢11らぬ聞に研究会幹'Fとなり 、1nIもゐし得ずして

研究会を去るのは必だ心残りでもあり 、又会員の皆様にも多大の移11迷

惑をかけた事と思い、こLに隙凋?の忠をぷする次郎です。

「点珠業界は今日の・jCしか与えない」と云われている現在、少くと

も次代を背負う研究会々員の皆様方は、今日のゐの研究ばかりでなく

10年後の、100年後の点珠業界をlユJ行して日本独特の点珠産業の倣立

を図るべく 、御尽カされる ものと期待して止まないものであります。

今後共研究会に御協力下さいまして益々降盛ならしめる事を祈って

御技拶に代えます。

昭和35年 1月151:1

阿 珂l 功

..----ーー・・・・・・ー----------・・・・・・ー・ー----------------------------------
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指)編集委員白井祥平

はからずも今回我研究会の運営委員中の重詰であり、大政大抵である

が織を辞される事になり必然的に研究会の方もやめられる事になった。

思えば、我々若手が 3年間この真珠会館ヘ米?こ頃に研究会が誕生し、

¥11本、 ti[fil_J氏等現のアウトサイダ一連安委員が運営しておられ、当

参加が希L'Uされたが、当時頑強に断り続けてきたのであった。しか

合との関係が怯くなり、組合の中になだれ込みが行われて、とうとう研

光会の重1，11を背わせられ、それから丸 1年というものは完全に l

研究会を開催し、会報もコツコツと出してきたのであった。発足当

あった丈に、組合からは13眼視されつらい忠、いをさせられたが、ついに研究会

も組合の一部という風に変わってきてボツボツ協力してもらえる様になった

が、一平く私の片棒をかついでくれた(こう申しては大変失干しで、あるが……)

のは阿部君であった。それ迄は頑強に協力をこばんでいた君が、一番街)いてく

れる肢になったのは何も事務所も自宅も共に隣り同志ということのためではな

さそうである。

君は自分で納得しさえすれば必ずトコトン迄ケンカしてでもやる丈の芝、忘と

力を持っている。会計委員といえば実になり手のない役であり、嫌なもん

である。これ迄にたまっていたお万円という大金の未収金を殆んど完全にとり

ιて、研究会の運営を楽にならしめた功は、君の名の因縁かもしれないが、実

に大きく、おかげで編集を姐当する者としても楽に仕事が進められた。以めて

この欄で浮く御礼申し上げ、7こし、。

昨夏以来特に編集の方迄ラ戒をくばってくれ、原稿不足、或いは編集上から私

が毎日毎日、セツセと原稿をかいているの:をみかねて、ついに無料の原稿書き

を引きうけてくれ、御承知の通り糸んど毎よテ君は発表してくれた。

何かと忙しい別れる木月も、最後の協力をト詳しまぬ事が何よりの缶按であ

マ
心。

会計幹事には妙なジンクスがある。なって 1年たつと大低やめて行くのであ
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る。毛!J代t1iH仁11淳氏、 2代中村好タj氏、 り、そして 3代目阿部功氏又々然り

である。この例で行けば次の候補者も速からず…ーといえそうである。

方(ま不思議と一向変りばえがなく、)生日要のくだける半コキ使われそう

で、その内に原稿用紙のマス自のために乱剖になってしまう。だからここでー

さんに任命して頂きたいと思う次第である。

紅、のタネもνカケもない機械はマメツし、箱は逆さにしてもがIも出なくなっ

た。

ある :~!-j 家は、お前からその仕事をとりあげたら何もする仕事がないではな

いか……、と言うだろうが、私はその時こそ大いにする仕事があり、一文も得

にたzらぬ無料執筆家兼編集局長より大いに労を挙げるであろう……と信ずるの

である。

形式的な技拶はやめにして、阿部幹事の今後の活躍を会員と共に期待してや

まない次第である。

(6 -r --'60) 
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岩 永 さ ん を 偲ぶ日

藤田 正

自'J災の佐藤忠男先生に夏の終り頃お会いした時、この間長崎に行って岩永君

の家に泊って来て普かったと楽しい思い出を話しておられた。また、哀珠研究

8月例会の前には、九!十|の後送りとの比較には是非岩永さんに講演して戴く

訴まで出ていた位で、日々、大村湾の入口、東洋一の西海橋のか Lっている付

況の宝珠漁場で釆配を振っておられることと忠、っていた処、 9月19むの

の)，'1¥'上研究会の白井さんから、逝くなられたとのお話をき L、驚き、かつ、悲

しみを党えたのである。

さんは、私が今更こ Lで説明するまでもなく、長崎県珠業界の

つての代表者である上、地元の漁協長まで持たれていた。従って、私の

i16ヶ年余りの間には度ぴ度ぴ会合でお自にか Lる機会に恵まれたのである

が、何時も物静かに挟拶せられていたのが、特に印象に残っている。

又、西村正橋の近くに在るお宅にも時々お邪魔し、渡辺理一氏の大村湾に於け

る活動状況も説明して戴いたこともあった。また、斡旋真珠母貝の不足の時に

は )!\I~毘にお願いしに、夜更けにお伺いしたこともあった。この外お宅の付近を

Iドで走る度に用件はなくても必ずお立寄りして、種々業界の様子を;承わり、勉

強lさせて貰ったが、その都度、何時も微笑を浮べて老奥さんと共に、う京、持のよ

い瞳待をして戴いた。

この様に、何かと親しく御指導して戴いた岩永さんとお別れして半年、 ffー

や、民い寝につかれ、故郷の土に帰られたとは到底思えない位である。

そしてもう、何時の日か、西海橋を訪れて車を廻してお訪ねすることも出米

なくなってしまった。

今はi准だ、謹んで、浮から長崎に向って冥福を祈り、長崎在職中

思い出して感謝する外になくなったのは、返す返すも残念でナこまらなL、
(筆者は前長崎県水産試験場長、現在三重県江大学水産学部講師)

※ 1959年10月10日受理

お
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一一 神 戸真 珠検 査 所の巻

真珠検校所は、昭和27年 6月30日真珠

検代胤則の公布によって東京、ネql戸に各

々設íi~された。

炎7U'(業界には幾分関心がji!jいが、買取

られた珠は製品にされ全て雨検査所の窓

口を通って外国に輸出されているし、 近

年になり 1陥出不適格品の設定により 養殖

業界にも不合格品のレベノレアップが行わ

れたり、相当つながりがあるので今回は

神戸のお珠検在所を訪ねてみる ~IJ にし
? 

1'-。
現在、生田区にある兵庫県立日本真珠

会館内にあり 、池田長三郎所長以下5名

の所員が検各業務に当っておられる。

そもそも真珠検伐制度は、真珠の品質の改良とがti怖の統一を図って、我国真

珠の戸仰iの保持と取引の円滑に賢し、よって真珠の正常な輸出の促進を期すた

めに制定せられたもので、あく巡取締的なものでなく 、産業晴育的な性絡を持

った制度である。

現在の検査制度の特徴を資料より引用してみると次の 5つにしぼられてい

る。

(1) 民営検査でなく、国営検査である

(2) 希望検資でなく 、強制検査である

(3) 生産検任でなく、愉出検査である

(4) 無料検査でなく、布料総査である

(5) 抜取り線脊ーでなく 、全数検伐である

ス、検査の効果としては

(l) 針外信用の椛{米と 111仰の日揚

(2) 品問の改良と品似の向上
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(3) 取引の安全と事故の予防

(4) 輸出並びに通関事務の円滑化

(5) '1輸出事情ー並びに輸出業の実態把握

が挙げられる。

検査の針象となる種類は、貝類から生産された真珠であれば、極預や産地を

問わないが、細工品(イヤリング、指'¥'潟、ブローヂ、ぺンダント等)だけは取

り扱わない。

tノくラ 1業
主完内〈片穴

(メラ:珠〈半円(雨穴
I t% 

f養殖真珠I
I I rキック Lノ{ス
I l.通糸運}チヨ{カ{

三宅 珠}

1天然真珠

窓口へ持参せられた真珠は農林大臣の定める標準パラ珠及び標準通糸連に主主

いて検査されるが、数量、色彩、形状、巻き、キズ、 νミ、力II工法等について

肉眼により総合判定が下される。

ス、特殊な場合は物質鑑定器、 X線装置等の器械にかけられて調べられる。

終了すれば検査官により犬々等級表示の証印が押され、封ト紙がはられ、

封印証印がプレスされた後、更に上梱包に迄閉じ事をくりかえして行われ、検

定記:の交付により完了するわけである。その際に用いられる記号を列記すれば

次の通りである。

アコヤ真珠………・・記号-なし

黒蝶 。………...B 

白蝶グ…………W

マペグ…………M

アワビク ・・………A

淡水 。…………F 

重量…………匁

大 き さ………・・・mm

速の良さ…ー・…・・イシチ

t?通ノミラ珠ー・…...L.P

片穴 0 ・ー…ー… L.P(H.D) 

雨穴グ・……..L.P (D.T) 

ケ ν 珠………… L'P (S.P) 

半円真珠…・・……対

スFー・クオータ-%:

通糸連…・-…… St.

腕輪 …・…...St.(Br.) 

組み珠……・・…L.P.(P.) 

変形珠……ーー… L.P.(Bar.) 
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検愛，寄託w，a)

~_:] u.酬伊

111]凹のある

もの、及び

双子真珠

4) キ ズ:イボ又はピ

ンホーノレが

多く、細工

に不適当な

もの

5) 割れ珠:核割れ、立

珠層割れ等

亀裂の明1'1

なもの

6) 染め珠:染色過度のもの

封印証紙同)

33年12月より、下級品規格の

引とげが実施せられ、輸出不適

格品をプーノレして廃棄せられて

きたが、ローグレードとしてマ

ークされる品物は次の項目に概

当する吻合に取り扱われてい

る。

1) ドロ珠.明白にわ!るもの

2) 薄巻 巽 珠 層 が 薄 く 、 核

そのま Lのj伏態に

近いもの

3) 変形:著しい歪み、又は

暗釜済封印 (d)

晴夫

7) 荒 珠:諜i与過度のため、真珠層が荒れ、又はもろくなっているもの

8) νミ珠 :i/ミの程度が著しいもの

9) 破損品:ハーブ・パールの台はがれ、通糸連の糸切れ等、検査時の破損品

受検品が各等級品合品である場合は、最低品質のものをもって格付する。

パラ珠では正確を期するため、 6ミリ以下、 6-8ミリ、 8ミリ以との 3段階

に箭い分け、通糸連にあっては 5匁以下、 5-8匁、 8匁以上の重量区分をして

提出する事になっている。

今後の計画としては、いろいろ下記の様な器減、があるが、使う段階に至って

いないので、これらの研究を進め、研究室な増設して、化学的な検査を進めて
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行きたいと所長は述べられている。

最後に検査所にある器械類と検査実結を付ーして紹介を終りたいと思う。

(5-1--'60、文責白井)

真珠の検査に関する器械類

投査所開設以来の検査実績

566 • 700 i 1，494 
1，163 • 101 ! 2，244.290 

1， 894 • 831 3. 795 • 610 
2， 470 • 791 i 4. 929 .日4

3，837 ・お2i 山田 897

3.587 : 376 I 7，149. 429 

5，147 • 140 I 9，928: 994 

6， 354 • 300 i ll， 353 • 045 

927. 

1，回1• 189 

1，9∞.779 

2，458 .810 

2，951 • 645 
3，562.053 

4， 781 • 854 
4，998: 745 

蛍光度測定装置

アクメ物質鑑識器

法色試験器

沼軟 X 線装置

万能 撮 影 器

眼顕微鏡

物顕微鏡

少硬度計

度計

温度計

双

鉱

微

在?

の現況

脚光あびる化粧巻漁場一一

香川県 真珠養殖業

課

香川県の真珠養殖は、瀬戸内海に出する各県同様に化粧巻漁坊として近年と

みに脚光を浴び急速な進展がみられ、その浜揚量は1.1トン(約:300〆)を趨

え、また母貝養殖も昨年始めたばかりではあるが、これまたその生産は、年々

何官増と、日の出の勢いである。

)産水県l
 

I
 

!
 

~ 
日

真珠養殖の歴史

昭和27年ハマチ養殖で有名な安戸池においてくろ貝を殖を行ない、時を同じ

くして和歌山県田辺市の日本真珠養猶KKが小豆島で化粧巻を試み、その試験
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結果に期待がかけられていた。翌28年も引き続き双方合計14万貝の試験を行な

い、この結果に基いて会社から漁業機設、との希明があって、はじめて漁業関係

者の注目を集めることとなった。

当時は漁業にみるべきもののない寒村の未利用肉湾に、特殊な技術、立地条

fl時及び資本:カが一体となってはじめて可能だという真珠養嫡の進出は、工場誘

致と同じ;考え方で評価されたが、漁業権問題となると、その保有主体につい

て、漁民感情と漁業法のギャップを.r1J1めるのにー苦労した。

こうして、年守僅かづっ筏数も燃して、 20)]只に達した昭和31年の慕頃にな

って、三重県などから一挙に大!去の進11¥1昔前があり、翌昭和32年度には約200

7j貝300〆のjR防げが行なわれた。

香川県における問題点

さきに述べたように、当初歓迎された幻工業者が、本J;!_jの三重漁場の荒廃と

三重県の行政指導が原凶で、わずか 1年間に10倍もの筏がj手ぶ有様に、漁場と

して余力はあっても、漁民感情と堂、jj'Lして白づとま号、均は制約を受け、一回に

は、本県水産行政の重点施策たる、 1)!;ii(iJ和抗日ケ:¥1二;計画が軌道に乗りかけた矢

先で、特にカキ?をすl~漁場の一部を割愛することは忍び難い情勢から、依然問題

となった。

カキのむき身の生産量の推絡は!昭和30年度11トン(約3千貫)であったもの

が7倍、 4倍、 2，8倍と年々限進を統け昭和33年度には83トγ (約22万〆)と増

加し、地jヒ産業育成を先行させたい希11と漁業構保有主体の問題で、漁場計画

は委員会に諮問以来、 2年近くもみつづけて、漸く公聴会の開催までにこぎつ

け、既設漁業構 2f'1二を除いて、 12の漁均で免許によらない変則的な操業を余儀

なくされている。

漁場の利用状況

県内施術は、立地条件等からまだ傾向的に論じられないが、毎年6月中旬を

中心に、施討す貝を持込んで化粧巻するのが常識的であるが、密殖漁場で夏置き

でない業者は3iJとして、本県のような内海へは色iヨはすぐれないが、巻きの早

い南の外洋性j魚、場からの移殖~'l:、 9月頃に移縞するのも一方法だと考えられる。

木県に漁場をもった業者は、一様に只の羽先が伸長するので、当初非常な期

待をかけるが、試験むきして巻の薄さにまず驚かされる。これでも、繁殖漁持

よりは栄養状態もよいので在はよい方であるが、タトi半tt漁場と比較すれば数段

と巻が遅い。この羽光がfqlびるのは、献度のjfによるようで、比重1.025を超
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えることはない。従って採算ヒ8月まで珠の培重を主眼に、基地漁場に置いた

施討す貝を慎重な輸送手段で9月に搬入するならば、 10月から急速に進む巻によ

って色目も見違えるようになり合斑的な化粧をができる。

浜揚げの状況

浜揚げは12月下旬水温13度となって開始され 1FJ r!J 1;0水温 91支頃に終る。本

来の海は、春水温の上昇が遅れるが、廷は30度近く i二昇し、水温の下降は遅い

が越冬は不可能で、この浜防げ時期ll!'ならば終始色目も重層;も変らぬという染

者・と、浜揚げは遅い程ょいとする二つのi況があるが、これは漁場差に法くもの

と忠われる。何れにせよ上質頁珠がれ}られることは論をまたないところであ

る。

母 貝 養 殖 の台頭

さきにカキ養殖の経過に触れたが、カキは昨年頃から、漁、埼によって大量姥

死が頻発し、業者間に相当の動揺がみられ、たまたま昨年茶業者の勧めもあっ

て稚貝を購入、 6月中旬から11月rlcl/[Uまで 5カ月間養殖したところ、 15il警にも

成長した。この稚貝はその成長ぷりと、折からのほ貝ブームに乗り、笑いのと

まらぬ程儲け、カキ業者の一部にはほ員養殖に切り待えたい希望者も現われる

始末で、昨年は25トン出荷したが、三本年は130トン、来年には338トン(約 9}] 

〆)の生産を目論む為・様である。

このようなブームに近い増産ぶりは一つは衆気性によるものであろうが、

残期間も短かく市場は県外に限られるところから、本県に進出してきた烹珠業

者とタイアップずる現荘の一方法ではあるが、員の羽先の仲びのよい漁場の特

性を生かして養殖を行ない、必らずr，~j1院で売れる特大 13']:貝を作るべきだと高山

呉研所長の御意見どおり、関係者間で寄り完'り協議している。

以上、とかくの問題が次から次へと発生しながらも、木県の真珠養殖も年ご

とにその浪を張って、!果内3走者も 2~3:J苦業するなど、済々と成長を続けてい

る。

(¥呉氏J第4巻、第11号より)
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伊勢湾台風による被害状況から今後の針策のー資料として、

アンケートを出しましたが、予想通り回収がわるく、とても

ませんが、折角出していた Vいた人のために発表しました。

ア

1. 竹筏と木筏の符合どちらが被害が少なかったか。

竹!立 木筏

f汀1支と木筏でi政損スは分解したl場合の回はどちらがよいか。

竹 筏 :木筏 [r11 じ

ナイ 3 ン l官りと金制誌のJ場合どちらが波書が少いか。

ナイロン吊 金網箆

(1) 
.---'1 -

つん..

(2) 

l'J 筏

50% 

ナイロン吊りと金網謹の均合どちらが貝の回収率がよかったか。

ナイロン吊 金網龍

巨HLえした均合の詫死本はどちらが多いか。

ナイロン吊 金網主主

i長吊りと深吊りのよ号合どちらが被害が少いか。

浅吊 深吊

(4) 

76% 
ロ
ン

陀

じ同

4. 

6. 

o. 

(6) 

し

(5) 

1
1ム

内
〈
U

75% 

ナ
イ
ロ
ン
吊



7. 復旧作業開始後何日位で貝の回収が終ったか?

中一番短かいのは品目、Hの7日で15G (浜島、布施回)20日(南海、泊

予、的矢、片田)30 El (鳥羽、英虞、五ケ所湾)401"1 (和具)。

最も長いのは五ケ所の50r:;である。全体としては301コで回収し終った所が

主主と回収量は如何?

安勉貝主主は規模別の作業能率を見るために調べたが、回答が少いので全体

からみれば最もとれなかった 0%から 10、15、25、30・・…85、90、999手とめ

んどまちまちであった。

8. に落ちた員の生存率は如何?

これも数少し、のでまとまりがなく、 ifIi:底状況(岩場か泥地)或いは水深に

よって濯うが、 5-lQmでは 1 ヶ月後で40%が多く、~~害の大きい~[[_ケ所内

口、出l崎で1ま 1週間後にすでに80%の死滅があった。

ス紀J、ト|は5日後に全滅しており、回収日数が早かった事l土生きている民が

殆んどなかった事によっている。

20-30mの深い所では半月以上たっても30-50%生きており、深いwrがよ

ければ安全に保たれたとも言えよう。

9. 当年貝と2、3年良との率の差つ

~'í'何を士見守二にしてよいかわからなかったのか解答者が少いが、当年員→

2年貝→3年貝ワ!i演に苑が多い。乃ち若いもの程強いというものが大部分

で、逆に 3'年貝→ 2iJ三貝→当年貝というのも若干みられ、又差がないという

のもあった。

10.今回の被害から考えて今後どの様な針策をとるか?

A.筏について

伊勢湾台風の様に大きくては処置なしという回答が多く、従来週りとい

う答と補強する、或いはヒナンする、ビン玉にする等改良策もあった。

B. えの設置について

これにもとても持たないーーという意見もあったが、新らしい木村をm
い、イカりを増加し、ワイヤーを民くし、而も長く筏を連結しない等研究

的な人も多く、又各資材にも各自の核S[lを入れる事、各漁場ーを区分して協

同設置をするという新らしい;当、見もみられた。

c.造、ナイロン吊について

80% をおく……とょせられており、災害後の回収、撃さ死率が反

映してし、る。又トラシクがよいから換えるとか龍のとじ方を密にする、 Tfr
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宥者の(pを入れる、深吊りにするという意見や、ナイロン市りでは誌を耀

かくして貝を密着させて吊るすとか、 2本以上まとめて垂下するという改

良意見、更に地括けがよいー…等の答があった。

D.其の他

時間的には陸ヒに一時難を逃れる方法、会業者に記号をト]ー

させる。 風土の筏を丈夫にすれば大丈夫。ピシ玉養殖がよい。

i- 品評会出に関する件

昨年度に提案があり検討中であった優良真珠の品評会を本年 2月に初めて

の試みとして実施する事になり、下記の如き要綱が決定されましたので、会

員の皆様は勿論、業者の方々も奮って出品されん事を希望しております。

(1)日 時:2月17日、研究会当日(全国真珠入札会の翌日)

午前 9時より正午迄受付

(2)場 所:伊勢市主主珠会館3階大会場

(3) 受付規準:各ナイズ別(全国真珠規準による)に花珠(特選品)とする。

数量は制限せず(但し評価出きる事を要す)選別は厳選して均

一品とする。

(4) 万 法:交付は当日、参加申込書(地区、名前、漁;男、作業年数)に記

入して行う。

交付No.と数量により預り加を発行する。

サイズ別に順位をつける。

発表、表彰の後預り訟により返品する。

現品は当日中にお持ち帰り頂く。

(5) 表 彰:全国真珠養殖漁業協同組合長賞 l名

日本真珠振興会長賞 l名

真 珠研究会伊勢部会長賞 2名

其の他、各サイズ毎に優秀品若干名、参加者には記念品を御浸

しします。

(6) 審査員:全国頁珠受殖漁業協同組合常務理事
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編集後記

。もうあと3d年度も僅かになり、年度の締くくりの仕事を控え

た今日、突然研究会の大賊大臣であり、例会担当重役の阿部功

氏が辞められた事は大きな痛手であり、今後の運営に少なから

ず支障を米すであろうが、氏の将米ある再出発を会員一同と共

に心から祈りたい気持である。

。第4巻も愈々あと 2回を残すのみになったので、原稿のある

方は早い闘に提出頂き、活字にして資料とする事が望ましいと

思います。

つ 2月17日に業界始めての試みとして「真珠品評会」を開催致

しますから、会員はもとより業者各位にもせいぜい推めて猿

き、多数の出品を異IT待しております。

つ 真珠会館最多忙の折、期待通りの会報を作る事が出きない!事

を詫び申し上げます。

(S) 
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賀正 ~~戸

新らしい春を迎え、より Cヲ与と〉 . 

一層の御繁栄と御清福を ! 
御祈り申し上げます

量 昭和三十五年元旦
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